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１．研究計画の概要 
(1)看護実践の質向上を目指す看護支援シス
テム(以下、システム)構築に有用なシステム
内容の仕様書を作成する 
(2)上記のために、平成 19 年度前に実施した
前回科研の本調査結果を再分析することか
ら、今回の本調査へ向けた研究計画を再検討
する。そのために予備調査を実施する 
(3)予備調査を踏まえて平成 21 年に本調査を
実施、これを分析することから、熟練看護師
がシステムからどのような情報をなぜ必要
と考えて収集しているのか、収集の際にどの
ようなアセスメントをして看護実践へと結
びつけているのかを明らかにする 
(3)平成 22 年度は 3 年間で累積した調査結果
から未だ明らかになっていないシステムを
操作する熟練看護師の思考パターンを明ら
かにすることで、システムに必要とされる全
体的要件と個別要件を明らかにする 
 
２．研究の進捗状況 
(1)平成 20 年 5 月～9 月に実施した予備調査
の結果、本調査の研究方法は、①システムと
の相互作用が最も多い勤務前の時間に集中
してデータを得ること、②熟練看護師は思考
しながらシステムから情報を得ているため
に、思考を声に出してもらう Think Aloud 法
を使用すること、③熟練看護師がその勤務帯
で初めて受け持つ患者の情報収集場面に限
定する必要があること、の 3 点が明らかとな
り、これを研究方法に取り入れ、本調査を実
施した 
(2)平成 20 年 9 月～平成 21 年 2 月に本調査
を実施し、分析した結果、看護師が実践へと
繋げるシステムからの情報収集に伴う思考

は、①短時間であり最小限の時間で最大の情
報を得ようとする努力が見られること、②シ
ステムからの情報は紙媒体に比して短時間
で最大の得たい情報を映像や時系列値から
得ていること、③システムの画面スクロール
機能は、一人の患者に対する必要事項を熟練
看護師の思考次第で操作できるために効率
的に得られていることが判明した。 
(3)システムの構造と機能の不具合が看護師
の思考を妨害する可能性があることも、本調
査結果から判明した。 
(4) どのような機能と構造を兼ね備えた看護
支援システムが看護実践の質向上を導くた
めに必要とされるのかをさらに模索するた
めに、システムを操作する熟練看護師の思考
パターンをさらに究明していくことで、シス
テムに必要とされる個別要件をより明らか
にする必要性があることが判明している。 
 
３．現在までの達成度 
〈区分〉 
おおむね順調に進展している 
 
理由：看護実践の質向上を目指す看護支援シ
ステム構築に有用なシステム内容の仕様書
を作成することを本研究の最終的な目的と
しているが、システムに必要とされる全体的
要件は既に判明しているので仕様書のほぼ 7
割は完成している。今後は個別要件を明らか
にすることで残りの 3 割を目指す。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)最終年度のために、初年度から最終年度
にかけての成果を研究報告書として平成 22
年度末までに作成すること 



(2) システムに必要とされる個別要件を明
らかにするために、熟練看護師と新人看護師
のシステムに伴う思考パターンを比較検討
する。 
(3)看護実践の質向上を導く看護支援システ
ムの仕様書を完成させる 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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